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６月１５日（土）、本校の第５５回運動会を行いました。風が強く、少々肌寒い天候で

したが、児童会テーマ「仲間と協力し、最後まで全力で、目指せ 令和初優勝！」のもと、

子どもたちは元気に、きびきびと動き、練習の成果を十分に発揮しました。応援に駆けつ

けてくださった保護者や親戚の皆様、地域の皆様、寒い中たくさんのご声援を賜り、本当

にありがとうございました。また、駐車場の整理や保護者席の席取りの誘導など、早朝か

らお手伝いしてくださったPTAの皆様や、「一人一役」で後片付けやトイレ清掃をしてく

ださった保護者の皆様にも重ねてお礼を申し上げます。 

 

一生懸命な姿は人の心を動かします ～ 競技も応援も～ 

徒競走などの個人種目はもちろんのこと、団体種目や表現種目、リレーなど、みんなで

行う種目でも力を抜かずに一生懸命に取り組む姿は、見ている人の心を動かすものでし

た。１・２年生、５・６年生は表現種目に取り組み、それぞれ、上の学年が下の学年に踊

りや動きを教えました。中でも、５・６年生の「よっちょれ」は清水小運動会の伝統種目

で、６年生に踊りを教えてもらった５年生は、翌年、６年生として５年生に指導すること

になっています。 

子どもたちは応援もがんばりました。学年が同じでも違っていても「がんばって」と声

をかけたり、大きな拍手を送ったりするなど、最後まで全力で仲間を応援する姿にも感動

いたしました。 

 

勝ち負けだけではなく、がんばったことを認めてあげましょう 

運動会ですので、勝った負けたはつきものです。ですが、勝ち負けだけではなく、子ども

の努力やがんばったことを認めて、ほめてあげたいものです。他と比べるのではなく、子ど

もの努力やがんばったこと、成長したことなどをとりあげて、言葉にしてほめてあげてほし

いと思います。 

 

１学期のまとめの時期に入ります ～保護者の皆様もご協力を～ 

  運動会が終わり、どの学年の子どもたちも落ち着いて授業に向かう姿が見られます。行

事の前後は家庭学習の取組がおろそかになることもありますので、保護者の皆様からのお

声かけ、○付けのご協力等、どうぞよろしくお願いいたします。近々、５月下旬の「家庭

学習向上週間」のまとめのおたよりを出す予定ですので、ぜひご覧になってください。 

校長 松 井 操 人 


